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第１回定例会（３月）の主な内容（開催：３月２日〜５日）

　条例の一部改正８件、令和２年度補正予算６件、令和３年度予算６件、

人事２件、ほか２件について審議され、全件が可決・同意されました。

ほか代表監査委員による定期監査報告が行われました。一般質問は２

名が登壇しました。

第２回臨時会（３月）の主な内容（開催：３月26日）

　国からの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金第３次

分の支給を受け、令和２年度補正予算３件が提案・審議され、全件が

可決されました。事業の実施は令和３年度のため、次年度への繰越明

許費※として計上されます。

令
和
３
年
度 

一
般
会
計
予
算

19
億

８
６
０
０
万
円

令
和
３
年
度
予
算

「
持
続
可
能
な
村
」

　
　
　

め
ざ
し
て

３月
定例会

※万円未満切り捨て

国・県支出金

2億1566万円

国・県支出金

2億1566万円

その他 　　 9958万円その他 　　 9958万円

地方交付税

10億5000万円

地方交付税

10億5000万円

村民皆さんからの税金

2億3376万円

村民皆さんからの税金

2億3376万円

基金からの繰入金
　2億円

基金からの繰入金
　2億円

借入金      8000万円借入金      8000万円

歳入村に入るお金
（見込み）※万円未満切り捨て

　ごみ処理等、衛生のために

      2億7281万円

　ごみ処理等、衛生のために

      2億7281万円

福祉のために

2億8070万円

福祉のために

2億8070万円

学校教育、生涯学習などに

   1億7997万円

学校教育、生涯学習などに

   1億7997万円

道路、橋など土木事業に1億6289万円道路、橋など土木事業に1億6289万円

火災予防、防災などに 1億3488万円火災予防、防災などに 1億3488万円

借入金の返済に　1億7403万円借入金の返済に　1億7403万円

歳出村が使うお金
（見込み）

その他           1億8201万円その他           1億8201万円

給与・税務・選挙・戸籍・
庁舎管理などに

4億5988万円

給与・税務・選挙・戸籍・
庁舎管理などに

4億5988万円

他会計への繰出金など 1億3883万円他会計への繰出金など 1億3883万円

繰越金      　 6700万円繰越金      　 6700万円
地方消費税交付金　4000万円地方消費税交付金　4000万円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

対前年度比

0.4％
増

※年度内に事業が完了する見込みがなく、次年度継続の正当な
理由があるものについて、議会の議決を経て繰越す予算。



3 村議会だより東ちちぶ 第13号（令和3年５月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は
３
月
定
例
会
の
質
疑
（
抜
粋
）・
討
論

お知らせします 審議した議案と議員の賛否
上程された議案・概要・結果

○：賛成  ×：反対  欠：欠席

結  

果

鷹
野 

明

百
瀬
浩
子

野
口
勝
則

田
中
秀
雄

高
野
貞
宜

福
島
重
次

渡
邉　

均

松
澤
公
一

第１回定例会（３月）

条例の改正

村長等の給料の額の特例に関する条例の一部改正 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一部改正 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

国民健康保険条例の一部改正 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

介護保険条例の一部改正 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正

可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部改正

可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等
を定める条例の一部改正

可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

そ の 他
第６次総合振興計画基本構想 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

和紙の里の指定管理者の指定 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

令和２年度
補正予算

一般会計（第５号） 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計（第４号） 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第３号） 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業特別会計（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

簡易水道事業特別会計（第2号） 可 決 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

令和３年度

予算

一般会計 可 決 ○ ○ × ○ ※ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計 可 決 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

介護保険特別会計 可 決 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業特別会計 可 決 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計 可 決 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

簡易水道事業特別会計 可 決 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

人　　事
副村長の選任 同 意 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

教育委員会教育長の任命 同 意 ○ ○ × ○ ※ ○ ○ ○

第２回臨時会（３月）

令和２年度
補正予算

一般会計（第６号） 可 決 ○ ○ ○ 欠 ※ ○ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業特別会計（第３号） 可 決 ○ ○ ○ 欠 ※ ○ ○ ○

簡易水道事業特別会計（第３号） 可 決 ○ ○ ○ 欠 ※ ○ ○ ○

[※]議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。 賛否同数の場合のみ、「議長裁決」として表明します(「裁」と記載)。

     任期中最後の定例会で、慣例により途中から副議長が議長を務めました。

令
和
３
年
度
予
算
の
概
要

令
和
３
年
度
予
算
の
概
要

福
祉
費
は

　

削
れ
な
い

　

災
害
復
旧
費
等
の
た
め
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
の
歳
入
へ
の
繰
入
れ

が
続
く
中
、
財
政
の
行
き

づ
ま
り
を
避
け
る
べ
く
、

執
行
部
で
は
令
和
３
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
を
19

億
円
以
内
に
抑
え
る
こ
と

が
目
標
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
９
号
東
秩
父
村

第
６
次
総
合
振
興
計
画
基

本
構
想
に
う
た
わ
れ
た
﹁
伝

統
と
文
化
を
後
世
に
伝
え
、

希
望
と
安
心
に
満
ち
た
持

続
可
能
な
村
﹂
を
基
本
理

念
と
し
た
上
で
、
予
算
の

査
定
方
法
の
見
直
し
や
経

費
５
％
削
減
の
目
標
が
導

入
さ
れ
る
な
ど
従
来
以
上

に
絞
り
込
ん
で
編
成
さ
れ

た
予
算
で
す
が
、
介
護
給

付
費
・
訓
練
等
給
付
費
の

大
幅
な
増
加
な
ど
も
あ
り
、

対
前
年
度
比
０
・
４
％
の

微
増
と
な
り
ま
し
た
。
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第
９
号　

第
６
次
東
秩
父
村
総

合
振
興
計
画
基
本
構
想
に
つ

い
て

　

期
間
は
令
和
３
〜
10
年
度
の
８

年
。
村
民
主
体
で
策
定
し
た
基
本
構

想
を
も
と
に
、
目
標
達
成
の
た
め
の

基
本
的
施
策
を
行
政
主
体
で
策
定
す

る
、
村
民
と
行
政
協
働
の
計
画
。

問

慎
重
な
計
画
姿
勢
は
評
価
で
き

る
。
行
政
主
体
の
事
業
に
つ
い
て
、

実
施
・
検
証
・
反
映
の
体
制
は
。
ま

た
住
民
へ
の
動
機
づ
け
や
協
力
要
請

は
ど
の
よ
う
に
。︵
高
野
︶

答

計
画
策
定
中
の
現
況
把
握
で
、

各
所
で
の
連
携
不
足
や
重
複
事
項
な

ど
が
見
え
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
目
標
を
で
き
る
限
り
数

値
化
し
て
お
く
こ
と
で
、
庁
内
と
審

議
会
の
二
段
階
で
評
価
を
行
う
中
で

の
検
証
に
活
か
し
、
毎
年
の
予
算
編

成
等
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
住
民
の
連
携

に
お
い
て
は
担
当
範
囲
を
明
確
に
し

て
協
力
を
得
や
す
く
す
る
な
ど
、
多

く
の
方
々
に
意
見
を
い
た
だ
い
て
策

定
さ
れ
た
目
標
・
計
画
を
形
骸
化
さ

せ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し
た
体

制
・
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
多
く
の
村
民
に
周
知
し
て

い
き
た
い
。（
企
画
財
政
課
長
）

第
２
号　

職
員
の
分
限
に
関

す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

(

要
旨)

禁
錮
刑
に
処
せ
ら
れ
た
職

員
で
も
、
過
失
か
つ
執
行
猶
予
の
場

合
の
み
、
さ
ら
に
任
命
権
者
が
情
状

を
考
慮
し
特
に
必
要
を
認
め
る
と
き

に
は
失
職
し
な
い
。

問

﹁
失
職
の
特
例
﹂
適
用
の
適
否

に
つ
い
て
、
村
は
ど
の
よ
う
な
審
査

機
関
を
設
け
、
ど
の
よ
う
な
形
で
結

果
を
公
表
す
る
の
か
。︵
百
瀬
︶

答

東
秩
父
村
職
員
分
限
懲
戒
審
査

委
員
会
※
が
そ
の
機
関
に
当
た
り
ま

す
。
公
表
対
象
の
処
分
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。（
総
務
課
長
）

第
17
号　

令
和
３
年
度
東
秩

父
村
一
般
会
計
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
消
耗
品
費

問

今
後
、
医
療
従
事
者
か
ら
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
る
と
思
う
が
、
国

か
ら
何
ら
か
の
指
示
な
ど
は
あ
る
か
。

︵
松
澤
︶

答

自
治
体
ご
と
へ
は
な
い
が
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
は
全
国
的
な
取
組
み

で
あ
り
、
村
と
し
て
は
比
企
医
師
会

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
比
企
地
区
市

定
期
監
査
報
告
（
要
約
）

代
表
監
査
委
員　

吉
野 

文
泰

実
績
や
根
拠
の
「
見
え
る
」
化
を　

事
業
交
付
金
・
補
助
金
等

の
書
類
に
関
し
て
、
内
容
の
誤

り
や
添
付
書
類
の
時
系
列
の
不

自
然
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
適
正

な
記
載
方
法
を
徹
底
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
地
域
活
動
支
援
事
業
と
地
域
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
予
算
配
分
の
見
直
し
等
を
検
討
さ
れ
た
い

が
、
判
断
の
資
料
と
な
る
実
績
報
告
書
に
は
、
具
体

的
な
数
値
の
記
載
な
ど
実
績
の
﹁
見
え
る
﹂
化
を
。

　

旧
安
戸
診
療
所
防
護
柵
設
置
工
事
に
お
い
て
生
じ

た
追
加
工
事
は
、
設
計
の
段
階
で
積
算
で
き
た
は
ず
の

簡
易
な
工
種
と
思
わ
れ
る
。工
事
設
計
で
は
現
場
確
認
・

的
確
な
測
量
・
適
正
な
設
計
業
務
を
。ま
た
本
施
設
は
村

が
購
入
し
て
か
ら
未
活
用
で
あ
る
が
、
公
有
財
産
の
効

率
的
運
用
の
た
め
、今
後
の
方
向
性
を
計
画
さ
れ
た
い
。

　

役
場
庁
舎
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
入
札
の
業
者
指
名

に
当
た
っ
て
は
実
績
等
を
踏
ま
え
て
選
定
を
。
ま
た
地

方
公
共
団
体
の
契
約
の
原
則
で
あ
る
一
般
競
争
入
札
も

検
討
さ
れ
た
い
。
本
庁
舎
は
建
設
か
ら
50
年
が
経
過

し
て
お
り
、
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

和
紙
の
里
和
紙
製
造
所
女
子
ト
イ
レ
間
仕
切
り
修

繕
工
事
は
施
設
の
劣
化
を
起
工
理
由
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
度
合
い
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
柴
ポ
ン
プ
場
送
水
ポ

ン
プ
更
新
工
事
も
同
様
、
単
な
る
﹁
劣
化
﹂
で
は
起
工

理
由
と
し
て
理
解
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
機
器
の

耐
用
年
数
や
、
本
来
の
能
力
か
ら
何
％
低
下
し
て
い
る
、

３
月
定
例
会　

質
疑
応
答
（
抜
粋
・
要
約
）

第
６
次
総
合
振
興
計
画

　
　
　   

基
本
構
想
可
決

※村長が召集し、主に管理職員で構成される。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
村
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
２
名
の
議
員
が
一
般
質
問

　　　　　　　　　令和３年度一般会計予算の審議

　　　　　　　　の中で、討論が行われました。

　「社会福祉協議会（以下社協）補助事業」において、令

和３年度、新たに配置される常務理事に対する報酬約

460万円が計上されています。

論討

　　　　　　　野口勝則議員　反対討論（要約）

　社協の活性化は望ましいことで、そのために必要な職

員を配置するのであれば理解できます。しかし、主眼と

して挙げられた「社協の機能強化」と「シルバー人材セ

ンターの設立」について、執行部から具体的な計画は示

されていません。さらに役場から再任用職員１名（人件

費約420万円）が派遣されるとのことで、無計画なと

ころへ２名の増員がなぜ必要なのか。本来であれば、事

前に事業について住民の需要その他の調査や事務量に応

じた必要職員の算出をするべきで、今回のように見切り

発車的な予算計上は村民には天下りや見返り人事のため

と捉えられかねず、行政に対する信用が大きく損なわれ

ます。役場職員として長年頑張ってこられた方がこのよ

うな疑念にさらされることには同情を禁じ得ません。

　厳しい社会情勢や財政難の中、行政の公平性、透明性、

説明責任が果たされているとはいえない今回の補助金増

額は、チェック機能を果たすべき議会の一員として認め

がたいものです。よって反対します。

渡邉均議員　賛成討論（要約）

　令和３年度一般会計予算の編成にあたっては、役場各

課局の職員にひとかたならぬ減額の努力があったことが

見受けられます。台風19号災害、新型コロナウイルス

感染症について収束の見通しがつかず、引き続き厳しい

財政状況ですが、住民の福祉にどう対応していくかも非

常に重要な問題です。

　その中で、社協のさらなる強化のための常務理事の配

置、シルバー人材センター設立のための人員派遣とのこ

とで、新規事業にあたってはやはり大変な労力と予算が

必要であろうし、これは将来の村のあり方を考えていく

上でも非常に重要な事業になると思われます。

　その他の予算配分から見ても通すべきと判断し、賛成

します。

　　　村民に対して
明確な理由が示せない

行政の停滞は
避けなければならない

反対反対

賛成

な
ど
根
拠
と
な
る
具
体
的
な
数
値
の
提
示
を
。

　

そ
の
他
、
本
村
の
水
道
施
設
は
古
い
も
の
で
58
年
が

経
過
し
、
漏
水
事
故
も
頻
発
し
て
い
る
。
維
持
修
繕
費

の
拡
大
と
過
疎
化
に
よ
る
事
業
収
入
の
減
額
を
見
込

み
、
い
っ
そ
う
の
採
算
性
及
び
費
用
対
効
果
を
考
慮
し

た
適
切
な
運
営
を
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水

道
を
担
当
す
る
村
職
員
は
、
緊
急
時
に
備
え
常
に
緊

張
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
労
務
管
理
の
観
点
か
ら
は
増

員
も
必
要
と
考
え
る
が
、
職
員
の
定
数
条
例
も
あ
る
た

め
、
各
課
局
で
業
務
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
人
員
配
置

と
す
る
よ
う
望
む
。

町
村
で
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
接
種
の
体
制
が
整
い
、

予
約
受
付
が
可
能
な
状
況
に
な
れ
ば

住
民
へ
も
順
次
通
知
し
て
い
き
た
い

が
、
現
在
は
ま
だ
協
議
・
調
整
の
段

階
で
す
。（
保
健
衛
生
課
長
）

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

問

令
和
２
年
度
予
算
現
額
か
ら
の

増
加
分
６
４
１
万
７
千
円
の
説
明
を
。

︵
鷹
野
︶

答

新
た
に
配
置
さ
れ
る
常
務
理
事

の
報
酬
と
、
職
員
の
定
時
昇
給
分
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営

費
40
万
円
の
合
計
で
す
。（
住
民
福
祉

課
長
）

問

小
川
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
理
事
長
は
無
償
、
役
員
は

実
費
の
み
、
職
員
３
名
で
運
営
し
、

２
８
０
名
余
り
の
会
員
が
い
る
が
、

国
交
付
金
と
町
補
助
金
が
あ
っ
て
も

毎
年
赤
字
と
の
こ
と
。
本
村
社
協
に

は
既
に
高
齢
者
事
業
団
が
あ
る
が
、

仕
事
の
少
な
さ
や
派
遣
法
改
正
も
あ

り
活
動
は
休
止
し
て
い
る
。
本
村
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
成
り
立

つ
の
か
。︵
鷹
野
︶

答

収
益
を
上
げ
る
の
は
困
難
で
す

が
、
社
協
の
一
事
業
と
し
て
、
雇
用

の
確
保
に
よ
る
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
充
実
や
健
康
増
進
が
図
れ
れ
ば
。

（
住
民
福
祉
課
長
）
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東
秩
父
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
行
政
に
考
え
を
聞
く

の
が
一
般
質
問
。
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
持
ち
時
間
は
答
弁
も
含
め
て
60
分
で
、
内
容
は
自
由
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
て
執
筆
（
要
約
）
し
た

も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

村
政
の

こ
こ
が

聞
き
た
い

２
名
の
議
員
が

一
般
質
問

一般質問

野
の ぐ ち

口勝
かつのり

則 議員

①道路管理について

②	台風災害に伴う復旧工事について

百
も も せ

瀬浩
ひ ろ こ

子 議員

①男女共同参画プラン調査について

②	第３次東秩父村男女共同参画プランについて

ワンストップ窓口…窓口ワンストップサービスとも
いう。自治体での手続きの際、住民が関連する窓口
を複数移動しなければならないといった状況を解消
するためのもので、一連の手続きが１つの窓口で済
むなど、住民の利便性向上や業務の効率化が図られ
たサービス形態。方式は複数あり、それぞれメリッ
トとデメリットがある。

アスカーブ…アスファルトカーブの略。アスファル
ト合材を縁石状に盛ったもので、路肩保護に用いる。
雨水の流れる方向を誘導するなど、道路管理・保全
の一工法。

質
疑
応
答
（
つ
づ
き
）

第
20
号　

令
和
３
年
度
東
秩
父
村
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
特
別

会
計
予
算

　

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
令
和
２
年
度

当
初
で
55
・
８
％
。︵
浄
化
槽
の
村
設
置
分

36
・
９
％
と
個
人
設
置
分
18
・
９
％
を
合
わ

せ
た
数
字
︶

問

歳
入
に
つ
い
て
、
国
庫
支
出
金
や
県
支

出
金
も
あ
る
が
、
ま
ず
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
約
２
２
５
７
万
円
は
高
い
と
感
じ
る
。

ま
た
村
負
担
で
設
置
す
る
も
の
と
個
人
で
設

置
す
る
も
の
が
あ
る
の
は
、
公
平
性
に
欠
け

る
の
で
は
。︵
鷹
野
︶

答

ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。
繰
入
金
へ
の

依
存
度
が
高
く
、
現
在
、
料
金
体
系
を
見
直

し
て
い
く
た
め
の
経
営
戦
略
を
作
成
中
で
す
。

（
建
設
課
長
）

第
24
号　

東
秩
父
村
教
育
委
員
会
教

育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
31
日
付
で
根
岸
敏
夫
教

育
長
が
辞
任
、
４
月
１
日
よ
り
大
久
根
勇
氏

が
着
任
し
ま
す
。

問

令
和
５
年
１
月
13
日
ま
で
の
任
期
を

残
し
て
の
辞
任
は
残
念
。
理
由
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
。︵
鷹
野
︶

答

在
任
中
、
皆
さ
ま
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
教
育
も
以
前
と
は
隔
世
の
感
が
あ

り
、
先
端
技
術
が
次
々
と
活
用
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
文
科
省
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
本
村
で
も

完
了
す
る
こ
と
を
機
に
（
議
会
後
３
月
８
日

に
検
査
終
了
）、
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
若
い

人
材
、
新
し
い
発
想
に
託
す
べ
く
、
辞
任
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
教
育
長
）

問

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
教
育
長
は
議

会
の
同
意
を
得
て
首
長
が
任
命
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
職
務
の
重
要
性
か
ら
、

任
命
に
際
し
て
は
本
来
、
着
任
者
に
よ
る
議

会
で
の
所
信
表
明
や
質
疑
な
ど
丁
寧
な
手
続

を
踏
む
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
足

立
村
長
の
見
解
は
。︵
鷹
野
︶

答

根
岸
教
育
長
に
は
私
の
村
長
就
任
以

来
２
期
余
り
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
が
、
時
流

の
変
遷
を
考
え
て
の
ご
勇
退
と
の
こ
と
。
新

教
育
長
は
槻
川
小
学
校
立
ち
上
げ
時
の
校

長
で
あ
り
、
十
分
な
実
績
を
持
つ
こ
と
か
ら

任
命
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
期
待
し
て
い

ま
す
。（
村
長
）

防災対策としても課題で
ある、雨水による路肩浸食

過疎化に伴い困難になる
草刈り作業
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
み
ん
な
の
声
」
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
声
は
？

男女共同参画プラン

問 ＤＶ被害者や子供の人権を守るため、村が連

携している主な関係機関はどこですか。

答 埼玉県警察小川警察署、埼玉県警察犯罪被害

者支援センター、埼玉県配偶者暴力相談セン

ター、埼玉県男女共同参画センター、埼玉県西部福

祉事務所等になります。

問 緊急避妊に関わる診療の提供体制整備への取

組として、厚生労働省のウェブサイトに掲載

された対面診療が可能な医療機関等（令和2年４月

6日時点）への取付けの体制は取れていますか。

答 現在は取れていませんが、そういった事案に

対しては上記の関係機関と連携しながら医療

機関への受診を取り付ける流れで考えています。

問 村が実施した「男女共同参画プラン調査」に

より、住民のＤＶに対する認識が不十分であ

ることや「自分さえ我慢すれば」と相談できなかっ

た人がいることが分かりました。このような「声に

出せないＳＯＳ」を救えるよう、商業施設等のトイ

レなどに相談窓口を記載したカードやポスト等の設

置はできないでしょうか。

答 有効な手段かもしれません。現在策定中の、

「第３次東秩父村男女共同参画プラン」のほ

か、さまざまな連携の中で協議していきます。

問 事案発生に対する初動時の体制不備や初動対

応での人的ミスの防止、そしてワンストップ

窓口 の推進はとても大切なことです。また、Ｄ

Ｖ被害の相談においては担当する職員の心労も大き

いため、担当職員を孤立化させないようメンタルケ

アや職員相互の連携の必要性も感じますが、その点

についてはどのような考えがありますか。

答 平成31年４月に「東秩父村DV対策庁内連

携会議」を設置し、役場職員同士の連携強化

に努めてきました。また、県の「DV相談ハンドブッ

ク」（平成26年３月）やその中の「共通シート」の

利用で情報の共有化を図り、緊急性があれば、職員

の中には保健師もいるので組織で対応していきます。

百瀬議員の主張  性別や年齢を問わず、支援をする人もされ

る人も、お互いに安心して暮らしていけるような村づくり、そ

して万が一の時には迷わず相談できるような体制の整備と人

材の育成を望みます。

道路管理について

問 豪雨等の影響により、保護路肩の土砂が著し

く浸食している危険箇所が多数確認できます

が、早期修繕についての村の考えを伺います。

答 通行危険箇所や事故等が多い箇所については、

できる限り早期に対応したいと考えています。

そのためには予算の確保と、早期修繕に対応できる

職員及び受注業者の体制が整う必要があります。

問 雨水の浸食による路肩崩落の危険性の高い場

所については、雨水の流出防止として具体的

な対策工事が必要と思いますが、見解を伺います。

答 道路の横断勾配を調整し、山側に路面水を誘

導して側溝等に流せるような工事や、アス

カーブ を設ける工事が一般的で、経済的にも有

効と考えています。路肩や路面崩落の危険性の高い

箇所については、国庫補助による災害復旧工事が一

段落した後に対応したいと考えています。

問 奉仕作業として行われている各地区の道路草

刈り作業に対し、村から謝礼金が支払われて

いますが、奉仕作業に伴い自発的に行う作業（堆積

物除去や危険木・支障木の撤去等）に対しても、資

材費や重機使用等その他経費について公的支援の必

要性を感じます。これについて村の考えを伺います。

答 道路管理に伴う資材費については、20万円

を限度に半額を支給する制度があります。重

機使用に関わる作業については、道路法第24条（軽

易なもの）に該当する範囲において可能ですので、

既設の地域づくり事業の見直しや、新たな助成制度

の創設について検討していきたいと思います。

問 高齢化や世帯数の減少により、これからは地

域住民による道路脇の草刈り等の作業は年々

困難になると思われます。将来に備えた防草対策の

必要を感じますが、村はどのような考えでいますか。

答 今後、道路修繕工事等を施工する箇所におい

て、防草対策が必要な場所で有効と思われる

場合は試行的に防草対策工事を行い、効果を検証し

ていきたいと思います。

住民の命に関わるため最
大限の注意を払います

高齢化に伴い道路の
維持管理は非常に大き
な問題と捉えています

総務
課長

村長

百瀬浩子百瀬浩子議員議員

ＤＶ被害者への対応ＤＶ被害者への対応
関係機関との関係機関との
連携強化を！連携強化を！

道路整備の推進を！

野口勝則野口勝則議員議員

村民の村民の
負担を減らし負担を減らし
将来に備える将来に備える
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第
13
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令
和
３
年
５
月
１
日
発
行 　

責
任
者
／
議
長 

田
中
秀
雄

編
集
・
発
行
／
埼
玉
県
秩
父
郡
東
秩
父
村
議
会　

H
ig

a
sh

iC
h

ic
h

ib
u

 V
illa

g
e

村
議
会
だ
よ
り 

東
ち
ち
ぶ

〒
３
５
５
‐
０
３
９
３　

埼
玉
県
秩
父
郡
東
秩
父
村
大
字
御
堂
６
３
４
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
４
９
３
（
82
）１
２
５
７　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
９
３
（
82
）１
５
６
２

 村で子育てをするよさは？
・自然がたくさんある。

・空気が良くてのびのびした環境で子育てができる。

・東秩父村の子育て支援センターはよい。

・ 子供が大声を出しても迷惑にならず、のびのび子育て
ができる。

これからどんな村に
なってほしいですか？
・　遊具が充実した公園を備えてほしい。

・　子供がのびのび育っていける安心・
安全な地域であってほしい。

・　子育てがしやすい村、子育てする家庭
や高齢者のいる家庭に優しい村、そう
いう人が暮らしやすいと思える村に

なってほしい。

子育て支援でよかったことは？
・　保護者が体調不良になった際、一時保育についての
　情報提供があり、大変助かった。

・　子ども医療費支給制度の対象年齢が18歳までなのは
助かる。

《子育て支援センターについて》

・　初めて子育てをする親に対して、子供とどのように関
わったらよいのかいろいろと指導していただき、勉強
になっている。

・　自由に遊ばせてもらえる。

・　家と違って、同じくらいの年頃の子たちと触れあって、
いろいろな刺激を受けて成長しているようでよかっ
た。家族以外の人と接する機会を持てるのがよい。

・　子育てで不安な事や悩み事があってもすぐ先生方
　に相談できる。

富富
と み たと み た

田田  沙沙
さ と みさ と み

登美登美さんさん

　　諒諒
りょうりょう

くんくん

江江
え は らえ は ら

原原  多多
た え こた え こ

恵子恵子さんさん

　　翼翼
つばさつばさ

くんくん

杉杉
す ぎ たす ぎ た

田田  緑緑
みどりみどり

さんさん

智智
ち うち う

遇遇ちゃん（左）ちゃん（左）

聖聖
せ ゆ んせ ゆ ん

侑侑くん（右）くん（右）

田田
た が みた が み

上上  由由
ゆ み こゆ み こ

美子美子さんさん

慎慎
しんのすけしんのすけ

之助之助くんくん

表 紙 写 真  白石の春（シリーズ「村に咲く花々」）　

傍聴時のお願い
入場前に、入り口にて氏名・
住所をご記入ください
─────────────
議場では、マスクの着用を
お願いします─────────────
議場は開会中いつでも入退
場できますが、傍聴席以外
への立ち入りはできません
─────────────
議事進行中はお静かに願い
ます

６月10日（木）
10時 開会予定です

次回定例会の予定
　議員全員が編集委員となり、毎

回モニターの皆様からさまざまな

ご意見をいただきながら、親しみ

やすく分かりやすい紙面づくりを

目指してまいりました。改めて創

刊号から本号まで手に取ると感慨

深いものがあります。村政発展と

皆様のご多幸をお祈り申し上げ、

感謝とともに筆を置きます。（百瀬）　　　　　　　　　　　　

傍聴に行こう！

３月定例会の傍聴者数は

のべ５人でした

みんなの声
子育て支援センターで

聞きました！
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感染症予防対策で、対面取材ではなく支援センターを
通してアンケートと写真提供にご協力いただきました。


